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 　私たちは、北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国のこと。以下同じ）にある強制収容所をなくすために、国内外の人権問題に関心の深い団体や個人と連携し、活動をしている『NO FENCE(ノーフェンス)』というNGOです。

NO FENCEとは、NO  FENCE IN  NORTH  KOREAを意味し、通称『北朝鮮の強制収容所をなくすアクションの会』とも呼ぶことがあります。
　つきましては、今回の総選挙を前にして、重要課題である北朝鮮の諸問題解決に対する、貴政党のお考えを伺いたいと思います。以下に質問項目がありますので、8月27日までに、できればメールに「添付ファイル」として（でなければ他の方法でも）ご回答をお送りいただけますよう、よろしくお願いいたします。

Ⅰ　はじめに

　１　当会NO FENCEとは
　　　当会は、特定の思想や政党を支持する団体ではありません。偏に、人権・人道的見

　　地から隣国北朝鮮の『強制収容所』をなくすために活動しています。こうしているた

　　った今も人の命がいとも簡単に殺されたり、殺されようとしている現実を一刻も早く

　　終結させ、多くの（収容者は20万人以上と言われている）人々の命を救うことにあ

　　ります。そのことがひいては、北朝鮮が抱える諸問題解決へ結びつく核心部分だとい

　　うことも確信しました。閉ざされた収容所の人たちに代わって、国内外に向けて強制収

　　容所廃絶運動を呼びかけています。詳細活動は当会のホームページを参照下さい。

　　　また、実態を知っていただくことなしには、砂上の空論になりかねませんので、ま

　　ずは北朝鮮の『強制収容所』に関する証言集（本文3頁［参考文献］参照）を、ぜひ

　　お読みいただくよう広く呼びかけています。

　２　当会NO FENCEの認識
　１）『強制収容所』の廃絶が、諸問題解決の鍵
　　　北朝鮮と言えば、核開発問題、拉致問題、軍事的脅威論問題、脱北者問題等が日本

　　や世界を悩ませています。しかし、そのどれをとっても、国連をはじめとする関係国

　　が対話と圧力という手法を駆使しても一向にその解決の糸口が見えてきません。

　　NO FENCEでは、強制収容所脱出者たちの証言などから、「北朝鮮に関する諸問題解決

　　の最短距離は、『強制収容所』の解体、廃絶である」という結論に至りました。

　２）なぜ『強制収容所』が私たちと関係があるのか
　　　現体制を支えさせられている、最下層の基盤を担わされている『強制収容所』につ

　　いて、その存在自体はあまり知られていません。その実態まではさらに多くの人が知

　　りません。その存在を仮に知ったとしても、直接私たち日本人には関係ないと思う人

　　が大半かもしれません。

　　　しかし、複数の個別問題もその発生元はひとつです。その発生元を根底から維持し
　　支えているのは、『強制収容所』の存在であることは明白でしょう。しかも、そこに捕

　　らわれている人々は、理由にならない理由で無条件に強制収容され、想像を超える過

　　酷労働と共に現実とは信じ難い制裁が行われています。中に誰が入っているかも分から

      ず、文通も面会も差し入れもできません。さらに、そこに収容され殺された人々の中には、
    日本からの帰国事業という名の北朝鮮による事実上の詐欺・拉致による帰国者（日本

　　人の伴侶も含む）が多くいたという事実（脱出者証言）は、殆ど報道されることはあ

　　りません。

　　　蝿叩き制裁や個別交渉に終始するのでなく、現体制を維持させている、北朝鮮最大

　　の恥部であり、人類への冒瀆でもあるこの北朝鮮の『強制収容所』に、日本を始め世

　　界が注目をし、この問題を明るみに引きずり出すこと、つまり人権査察を求め続ける

　　ことだと考えます。『強制収容所』の存在を世界の関心に晒されることは、巨大な見栄

　　の塊の現政権にとって、最大の急所となることは間違いないと思います。
　　　 何よりも、北朝鮮は世界人権宣言を具体化した国際人権規約（市民的及び政治的権利

　　　に関する国際規約 ー 自由権規約）を１９８１年９月に批准しています。その第１０条第１項に

     ”自由を奪われたすべての者（注：囚人のこと）は、人道的にかつ人間の固有の尊厳を尊重し

      て取り扱われる。”とあります。北朝鮮はこの条文を全く踏みにじっています。そのような強制

      収容所は、北朝鮮が加入している国際人権規約の名において解体されなければなりませ

      ん。
　　　今迄本気で俎上に乗せられることがなかった『強制収容所』問題ですが、実はその

　　存在こそが、現体制を支える根っこにあったとすれば、まさに、最優先課題として取

　　り組むべき喫緊の問題だと考えます。

　　　しかも、その存在が衛星写真で、誰にも手にとるように見ることが出来るのですか

　　ら。体験者の証言も書籍になっており、体験者の生の証言も聞く機会もあります。こ

　　れ以上、手を拱いていていいのでしょうか。膠着した北朝鮮問題解決の糸口として、

　　『強制収容所』の解体、廃絶に向けて世論が声を上げることは大きな力となるに違い

　　ないと思います。

　　3）人権・人道問題の無視、軽視は人類の危機に

　　 　日本の戦時下での補償問題の解決と、北朝鮮の『強制収容所』問題の解決は、対立　　

　 する関係、或は交換条件にする問題だとは全く思えません。

　　　共に重要であることは論を待ちません。ただ、北朝鮮の『強制収容所』では、今も

　　現在進行形でなぶり殺しにされている多くの人たち（老若男女やそこで生まされ殺さ

　　れる子も）がいるということです。毎日が、飢えや過酷労働、制裁、処刑などの恐怖

　　の中にいて、そこから一生出られず殺されていく人たちが今なおいるということです。

　　それでも日本は戦後補償の完済が先で、北朝鮮の現政権による人類の冒瀆は放置し、

　無視するしかないと言うのでしょうか。そういう発想でも、真の人権・人道の道を語っ

　ていると言うのでしょうか。条件や建前を矛に目の前に起こっているいのちと人権が残

　酷な目に会っていることを無視することは、あまねく人類の危機に通じると思います。
　　　［参考文献］　

■姜哲煥・安赫共著『北朝鮮脱出』上下

（池田菊敏訳、文春文庫。単行本は1994年刊） 


■姜哲煥著『平壌の水槽―北朝鮮地獄の強制収容所』

（裵淵弘訳、ポプラ社、2003年刊） 


■安明哲著『北朝鮮絶望収容所』

（池田菊敏訳、ワニ文庫、ＫＫベストセラーズ、単行本は1997年） 

■申東赫著『収容所に生まれた僕は愛を知らない』

（李洋秀訳、ＫＫベストセラーズ、2008年）


　　 ■以下の設問に、該当するものの番号を、又は文章でご回答いただけますよう
     　お願い致します。ご協力ありがとうございます。

Ⅱ　質問　（質問7の回答では、字数制限はありません。その場合別紙記載をお願いします。）
　　１.貴党内で、北朝鮮の『強制収容所』問題について今迄に話し合う機会は？　

　　　（1）なかった。　　　（2）少しはあった。 　 （3）よくあった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　２.党として、北朝鮮の『強制収容所』問題をどう捉えていますか？

　　　（1）関心がない。　　（2）分からない。　（3）重要課題だと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　３.貴党内で、北朝鮮の『強制収容所』問題についてなんらか取り組む予定は？

　　　（1）考えていない。　（2）分からない。  （3）ある。または積極的に検討したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　４.超党派で北朝鮮の『強制収容所』問題を考える会が出来たら？

　　　（1）参加しない。　　（2）分からない。　　（3）参加したい。又は関心がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　５.NO FENCEの見解、「北朝鮮の『強制収容所』廃絶は、北朝鮮が抱える諸問題解決の
      鍵」という考え方には？

　 　　（1）そう思わない。 （2）分からない。 （3）ある程度理解出来る。又はそう思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　６. 「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」第六条

　　　　・第七条では、拉致問題以外に、“北朝鮮当局による人権侵害の被害者に対する

　　　　適切な施策”や“北朝鮮当局による人権侵害状況の改善に資するものとなるよう、

　　　国際機関に対する適切な働きかけ”をするよう謳っています。北朝鮮の『強制収容

　　　所』はまさに、北朝鮮当局による人権侵害の最たるものですが、全くというほどそ

　　　の取組みが国内で行われているようには思えません。今後、北朝鮮の人権問題の改

　　　善のために、ひいては拉致や核問題等の解決のために、人権侵害の元凶である『強

　　　制収容所』廃絶に向けての取組みをしていくことに、貴党としては？

　　　（1）取組む予定はない。　　（2）検討する。　（3）取り組みたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜回答：　　　　　　＞

　　７.設問６での回答について、具体的にその理由やお考えをお書きください。
　　　＜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
　　　　貴政党名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　）

　　　　記入日（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　）

　　　　記入担当者様お名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）
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